
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

令和５年２月１５日（水）第５２０号（２）  与 論 小 だ よ り        与論町立与論小学校 

5年生「十三祝い」 
 １月 21日（土）は５年生の十三祝いを行いました。

今年数えで 13 歳になる学年の子供たちが対象です。

今年も感染症対策を講じた内容となりました。 

 まずは学校長からのお祝いの言葉，保護者の皆様と

旧担任からのお祝いのスライドショーが贈られまし

た。 

 次に子供たちからの出し物として「海の魚について

のプレゼンテーション」や「ダンス」が披露されまし

た。 

 その後，親子で感謝の気持ちを込めたプレゼント交

換を行い，最後は担任が，子供たちのこれからの幸せ

を願い，声高らかに万歳三唱を行いました。 

 これまで育ててくださった周囲への感謝を胸に，未

来へ向かって大きく羽ばたいて欲しいと思います。 

栄養教諭，生産者との交流会 
 １月 23日（月）は栄養教諭の永山先生 

と生産者の方々が子供たちに「食」につ 

いてお話をしてくださいました。給食や 

食材を作る方々の思いに触れました。 

      低学年は野菜生産者の叶秀野さんのお 

     話を聴きました。食べる人の心や体を思 

     った野菜作りをされていました。実際に 

     育てている野菜も持ってきてくださり， 

     子供たちも目を輝かせていました。 

      中学年は漁業協働組合の山下歩夢さん 

     のお話を聴きました。領海や漁業権のほ 

     か，漁協の仕事内容などが分かり，改め 

     て与論島の水産資源の素晴らしさに気付 

     くことができました。 

      高学年は産業振興課の市山太一朗さん 

     のお話を聴きました。与論の名産である 

     与論牛やさとうきび，マンゴーなどを育 

     てる工夫や産業振興課の仕事内容が分か 

     り，与論の「食」の特色が分かりました。 

 これからも，「食」を通じて与論島の自然環境や生

産者の方々の思いを大切にしていきます。 

 
 １月 31日（火）は与論町内の全小・中・高等学校の

代表が集まり，海洋教育学習の発表会をしました。与

論小学校の代表は４年生でした。４年生は「与論のサ

ンゴを守り隊！」と題したプレゼン形式の発表を行い

ました。 

 身近にあるサンゴについて調べる中で，４年生はた

くさんの課題を発見しました。そして「サンゴを守る

ために自分たちには何ができるのか」を考え，実践し，

しっかりと発表することができました。 

 会場には保護者の皆様の他， 

たくさんの地域の方々にも来 

ていただきました。また，他校 

の実践発表も大変参考になりま 

した。この学びを生活の中でも 

生かしていこうと思います。 

３ 月の行事予定 
 １日（水）新１年生体験入学 

 ２日（木）６年授業参観・学級ＰＴＡ 

 ３日（金）６年生の卒業を盛大に祝う会 

      思い出遠足 

 ７日（火）ＰＴＡ総務委員会 

 ９日（木）ユンヌフトゥバ学習 

１１日（土）土曜授業 

１４日（火）与論中学校卒業式 

１７日（金）卒業式予行練習 

２３日（木）第１０９回卒業式 

２４日（金）修了式，離任式 

２５日（土）ＰＴＡ送別会（予定） 

※お知らせ※ 
 現時点で転出の予定がある御家庭は，早めに担

任または教頭へお知らせください。 

 
 １月 27日（金）はＮＨＫ鹿児島放送 

局から白鳥哲也アナウンサーが来校され 

１・２年生に「防災授業」をしてくださ 

いました。災害の映像を見ながら，子供 

たちができる「防災」とは何かを学ぶことができまし

た。それは「しっかりと怖がること」だそうです。大

人はつい「大丈夫，大丈夫。」と余裕をもちがちです

が，子供と同じように，大きな被害を免れるために災

害発生前や発生直後の早めの行動を心がけたいもの

です。 

なわとび大会 
 ２月 10日（金）は全学年 

がなわとび大会に挑みまし 

た。これまでいろいろな跳 

び方を練習してきた子供た 

ち。当日は保護者の皆様が 

たくさん応援に駆けつけてくださり，いつも以上に

張り切っていました。 

 １回旋２跳躍からあやとび，二重跳び，はやぶさ

など様々な技ができるようになりました。なわとび

大会をきっかけに，これからも運動を楽しく続けて

ほしいと思います。 


